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「
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
〝
魚
つ
き
林
〟（
※

魚
介
類
の
生
息
、
育
成
に
影
響
を
も
た
ら
す
森
林
の

こ
と
）
に
加
え
て
、
近
年
で
は
森
、
川
、
海
の
つ
な

が
り
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
漁
業
者
に
よ
る
〝
漁

民
の
森
づ
く
り
〟
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語

る
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　

漁
政
・
国
際
部 

次
長
の
道
下
善
明
氏
。

中
で
も
宮
城
県
の
団
体
「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」

の
活
動
が
全
国
的
に
有
名
と
な
り
ま
し
た
。

「
気
仙
沼
湾
は
三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
の
中
央
に
位
置

す
る
波
の
静
か
な
天
恵
の
良
湾
で
す
。
波
静
か
な
入

り
江
は
養
殖
漁
場
と
し
て
優
れ
て
い
て
、
大
正
時
代

美しい森
も

林
り

づくり全国推進会議
全国漁業協同組合連合会が担う

美しい森林づくりへの活動
「美しい森林づくり全国推進会議」の構成団体で、全国の JF（漁協）や連合会とともに、

協同して組合員の漁業経営と生活を守り、そして青く美しい海と豊かな海の幸を次の世代まで受け継ぐため
さまざまな活動を展開している全国漁業協同組合連合会。
今回、漁政・国際部 次長の道下善明氏におもな活動や

「美しい森林づくり全国推進会議」での役割などを伺いました。

海
の
環
境
保
全
の
た
め
に
は

森
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

か
ら
は
カ
キ
、
近
頃
は
ワ
カ
メ
や
ホ
タ
テ
な
ど
の
養

殖
も
盛
ん
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら

五
〇
年
代
に
か
け
て
は
気
仙
沼
湾
の
環
境
が
悪
化
し
、

赤
潮
の
発
生
に
よ
り
茶
色
の
海
と
な
り
ま
し
た
。
一

個
の
カ
キ
は
一
日
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
も
の
海
水
を

吸
っ
て
い
ま
す
。
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
吸
っ
た
カ

キ
は
全
く
売
り
物
に
な
ら
ず
廃
棄
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

赤
潮
の
原
因
は
水
産
加
工
場
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
る

汚
水
、
一
般
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
、
農
業
現
場
に
お

け
る
農
薬
、
除
草
剤
の
使
用
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て

い
ま
し
た
。
川
が
運
ぶ
森
の
養
分
が
カ
キ
の
餌
と
な

る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
ん
で
い
ま
す
。
川
の
流
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域
に
暮
ら
す
人
々
と
、
価
値
観
を
共
有
し
な
け
れ
ば
、

き
れ
い
な
海
は
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
悟
り
、
大
川

上
流
の
室
根
山
に
自
然
界
の
母
で
あ
る
落
葉
広
葉
樹

の
森
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」（「
牡
蠣
の
森
を

慕
う
会
」
代
表
・
畠
山
重
篤
氏
）

こ
う
い
っ
た
経
緯
か
ら
「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」

が
設
立
さ
れ
、
平
成
元
年
か
ら
植
樹
祭
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
植
樹
祭
で
は
こ
れ
ま
で
に
約
三
万

本
の
落
葉
広
葉
樹
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

「「
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
」
の
よ
う
な
考
え
方
や
運

動
は
わ
が
国
の
漁
業
者
に
浸
透
し
、
一
九
九
八
年
二

月
に
「
全
国
漁
民
の
森
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
国
各
地
で
漁
業
者
に
よ
る
植
樹

活
動
が
広
が
っ
て
い
き
、
全
国
二
八
道
県
で
漁
業
者

に
よ
る
植
樹
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道

で
は
女
性
た
ち
に
よ
る
〝
森
づ
く
り
の
活
動
〟
が
活

発
で
す
ね
」（
道
下
善
明
氏
）

北
海
道
に
は
一
〇
〇
近
く
の
漁
協
女
性
部
が
あ
り
、

最
初
、
何
箇
所
か
の
漁
協
女
性
部
で
〝
海
の
水
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
に
山
を
き
れ
い
に
し
よ
う
〟
と
い

う
取
組
が
始
ま
り
、
そ
の
活
動
が
各
地
に
ど
ん
ど
ん

と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
北
海
道

漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
」
で
は
一
一
年
前
か
ら
北

海
道
と
協
力
を
し
て
森
づ
く
り
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
〝
道
民
の
森
〟(

※
北
海
道

所
有
の
森
林
総
合
利
用
施
設)

の
中
に
〝
漁
民
の
森
〟

を
作
り
、
毎
年
、
漁
師
の
奥
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、

ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
苗
木
を
植
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

北
海
道
以
外
の
漁
協
女
性
部
で
も
森
づ
く
り
が
盛
ん

に
な
り
、
全
国
で
約
一
万
人
が
植
樹
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

「
漁
業
者
に
よ
る
植
樹
活
動
は
漁
業
者
自
身
の
漁
場

を
守
る
運
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
こ
の
活
動

は
河
川
の
流
域
や
沿
岸
域
の
侵
食
防
止
や
土
砂
崩
壊

防
止
、
河
川
環
境
や
海
域
環
境
の
改
善
を
通
じ
た
ア

メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
、
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
、
直

接
国
民
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
者
の
植
樹
活
動
は
地
域
の
人
々
を
啓
発

し
、
海
の
環
境
保
全
の
た
め
に
は
森
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
の
植
樹
活
動
へ
と

発
展
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

(

道
下
善
明
氏)

全国漁業協同組合連合会
全国漁業協同組合連合会（JF 全漁連）は、全国の JF（漁協）
や連合会とともに、協同して組合員の漁業経営と生活を守り、
そして青く美しい海と豊かな海の幸を次の世代まで受け継ぐ
ためさまざまな活動を展開。よりよい地域社会を築くこと、
そして組合員の経済的、社会的地位を高めることを目的とし
ています。JF 全漁連は、各都道府県にある JF 連合会や浜に
密着した活動をしている全国の約 1100 ある JF（漁協）を中
心に組織しています。

「北海道漁協女性部連絡協議会」のメンバー

植樹の様子（北海道漁協女性部連絡協議会）
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